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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成27年３月１日～平成27年８月31日）における我が国経済は、消費税増税後の反

動減による影響が一巡したことや企業収益が好調に推移していることから、所得や雇用環境に改善がみられる等、

緩やかな景気の回復が続いております。しかしながら、中国をはじめとした海外経済の減速懸念や天候不順、輸入

原材料の価格高騰による物価の上昇等から、個人消費の回復は伸び悩んでおり、景気の先行きは依然不透明な状況

が続いております。

 当小売業界におきましては、消費税増税に伴う消費者の生活防衛意識や節約志向は徐々に薄れてきており、プレ

ミアム商品券の消費振興策等も寄与し、消費者マインドは改善方向の動きがみられます。しかしながら、業種を超

えた企業間競争、労働人口の減少に伴う労働者確保のための賃上げによる人件費の増加等、小売業を取り巻く経営

環境は引き続き厳しい状態が続いております。

 このような状況の下、当社グループでは、地域のお客様に満足いただける商品の提案や感動を与えるサービスの

提供ができる店舗の構築を目指しており、従業員自らがやる気を持って楽しく働き、また自ら進んで専門知識を高

めることのできる職場環境を創り上げることが、最終的にはお客様の支持を得ることにつながると考えておりま

す。当連結会計年度の経営方針を「今すぐにできることは何でもやろう」と定め、お客様の更なるニーズの多様化

に迅速に対応できる体制を構築するため、これまで以上に柔軟でユニークな発想をもって、お客様が望まれる商品

や豊かなライフスタイルの提案ができる売場づくりを進めて参りました。

 新規事業所の開設と致しましては、ペット事業において平成27年４月に下関事業所（山口県下関市）の開設を行

い、中国地方におけるドミナント強化を進めております。また、既存店舗の収益力の維持・強化を図るために、定

期的に店舗設備や売場の改修を実施しております。なお、平成27年６月に、将来的な収益が見込めないことから松

山中央事業所を閉鎖しております。

 また、平成27年６月30日に当社連結子会社である有限会社アグリ元気岡山による間接取得により、有限会社吉備

路オーガニックワーク※を第２四半期連結会計期間より連結子会社としております。なお、損益に与える影響は軽

微であります。 

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は14,828百万円（前年同期比3.7%増）、営業利益は

463百万円（同48.9%増）、経常利益は412百万円（同58.3%増）となり、法定実効税率の変更に伴う法人税等の増加

があったことから四半期純利益は200百万円（同40.1%増）となりました。

 ※有限会社吉備路オーガニックワーク……農業生産法人として、有機ＪＡＳ認定の有機ニンジンの生産を中心と

した大規模経営を行っており、岡山県下最大級の有機ニンジン栽培面

積を有している 

 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

① ホームセンター事業

 ホームセンター事業におきましては、店舗展開地域を４分割したエリア制をスタートすることで、それぞれ

の地域特性にあったきめ細やかなサービスや品揃えを実現し、お客様が求める情報や新たな発見のある店舗の

構築を進めております。また、「専門事業推進課」を新設することで、家具・農業用品・酒類・自転車を販売

する各専門店の専門性をより高め、品揃えやサービスの深化を図っております。販売促進活動としましては、

テレビＣＭの投入やテーマソングの導入による自社ブランドの認知度向上やモバイルアプリ等の販売促進ツー

ルの活用による顧客の囲い込み、ポイントカード会員の新規獲得キャンペーンを定期的に開催することで、店

舗への来店動機を高める施策を実施しております。また、商品の機能や特性をわかりやすく比較表示したり、

商品のサンプルやプロモーション動画等の販促物を活用し、お客様の五感に訴求する商品提案を行う等、売上

高の改善に努めて参りました。

 販売費及び一般管理費につきましては、商品の自動発注システムの稼働率向上や作業量に応じた適正な人員

配置、残業時間の削減による人件費の適正化を実施することで経費の削減を継続しております。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は8,906百万円（前年同期比1.8%増）となり、

セグメント利益は400百万円（同6.7%増）となりました。

 

② ペット事業 

 ペット事業におきましては、量販店では取り扱っていない専門店商品のシェア率を高めることで店舗のブラ

ンド力の向上を図るとともに、専門店に相応しい商品知識を有し、お客様に適確なアドバイスのできる従業員

の育成に取り組んで参りました。また、各店舗において重点商品の販売コンテストを実施することで、専門店

商品の特性・機能をアピールできる店舗の構築を進めております。サービス部門の取組みとしましては、しつ

け教室やお誕生日会等の店舗イベントを継続して開催していることに加え、高速道路サービスエリア内のドッ

グランスペースの利用促進イベントにドックトレーナーを派遣する等、社外のイベントにも積極的に参加する

ことで、当社の認知度及びイメージの向上を図っております。トリミング部門におきましては、ペット用ス

- 2 -

㈱リックコーポレーション（3147） 
平成28年2月期　第2四半期決算短信



パ・炭酸泉等のオプションメニューによる付加価値提案を行う一方で、簡易トリミング等の新規サービスをス

タートしております。その他、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を利用した情報提供サー

ビスの開始等、新しい販売促進方法の構築にチャレンジしております。

 販売費及び一般管理費につきましては、商品の自動発注システムの稼働率向上や作業量に応じた適正な人員

配置を実施することで、サービスレベルを低下させることなく経費削減を進めております。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は5,411百万円（前年同期比6.6%増）となり、

セグメント利益は318百万円（同1.1%減）となりました。

 

③ その他事業（農産物の生産・直売、観光農園事業等） 

 農産物の生産・直売事業におきましては、商品の品質を最優先した販売を行っており、生産者が手塩にかけ

て育てた新鮮な野菜や糖度の高い果物の販売を継続的に行っていることから、着実に販売高を増加させており

ます。また、野菜や果物の端境期における販売力の強化を図るため、岡山県内産の高品質商品の新規開拓を進

めております。観光農園事業（イチゴ狩り）においては、生産施設の拡大を進めており、今冬より稼働予定と

なっております。 

 当第２四半期連結会計期間において取得した有限会社吉備路オーガニックワークのブランド力の有効活用に

より、農産物の生産・直売事業のブランド力の向上を進めていきたいと考えております。 

 また、ホームセンター事業の店舗とコラボレーションしたイベントの開催や独自に生産した花苗をホームセ

ンター店舗に出荷する等、他の事業との連携を図りシナジー効果を高めております。 

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は512百万円（前年同期比6.9%増）となり、セ

グメント損失は１百万円（前年同四半期は15百万円のセグメント利益）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産・負債及び純資産の状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における資産につきましては、前連結会計年度末に比べ483百万円増加し14,978

百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金の増加284百万円、売掛金の増加79百万円、新規事業所開

設に伴う商品の増加162百万円等によるものであります。 

 当第２四半期連結会計期間末における負債につきましては、前連結会計年度末に比べ329百万円増加し12,851

百万円となりました。この主な要因は、買掛金の増加182百万円、短期借入金の減少518百万円、長期借入金の増

加677百万円等によるものであります。 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ153百万円増加し2,127

百万円となりました。この主な要因は、四半期純利益200百万円の計上及び剰余金の配当34百万円を行ったこと

により、利益剰余金が166百万円増加したこと等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年２月期の業績予想につきましては、平成27年４月８日に発表致しました「平成27年２月期 決算短信

〔日本基準〕（連結）」で公表致しました通期の連結業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の算出方法）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

（３）追加情報

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正） 

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第9号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平成

27年法律第2号）が平成27年３月31日に公布されたことに伴い、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度か

ら法人税率等が変更されたため、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成28年３月

１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については従来の35.4％から32.8％に変更されました。

また、平成29年３月１日から開始する連結会計年度以降において解消が見込まれる一時差異については、繰延税金

資産及び繰延税金負債を計算する法定実効税率が32.1％に変更されました。

 この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は44,495千円減少し、その他

有価証券評価差額金が2,263千円、法人税等が46,758千円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年２月28日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 677,954 962,919 

売掛金 165,471 244,543 

商品 3,423,623 3,586,116 

仕掛品 － 996 

原材料及び貯蔵品 21,281 24,911 

その他 846,424 923,050 

貸倒引当金 △768 △768 

流動資産合計 5,133,987 5,741,769 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,379,658 2,356,320 

機械装置及び運搬具（純額） 385,623 373,049 

工具、器具及び備品（純額） 214,111 206,167 

土地 2,462,010 2,462,010 

リース資産（純額） 360,811 338,555 

建設仮勘定 － 27,178 

有形固定資産合計 5,802,216 5,763,281 

無形固定資産    

のれん 93,266 85,493 

その他 55,258 52,473 

無形固定資産合計 148,524 137,967 

投資その他の資産    

投資有価証券 265,367 282,542 

長期貸付金 803,088 762,560 

敷金及び保証金 1,679,989 1,680,166 

その他 727,407 675,299 

貸倒引当金 △64,616 △64,607 

投資その他の資産合計 3,411,236 3,335,962 

固定資産合計 9,361,977 9,237,211 

資産合計 14,495,965 14,978,980 

 

- 4 -

㈱リックコーポレーション（3147） 
平成28年2月期　第2四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年２月28日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年８月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,388,208 1,570,980 

1年内償還予定の社債 71,600 71,600 

短期借入金 950,000 432,000 

1年内返済予定の長期借入金 2,698,222 2,675,241 

未払法人税等 65,932 181,197 

ポイント引当金 251,954 233,371 

店舗閉鎖損失引当金 9,250 9,250 

資産除去債務 － 5,844 

その他 955,958 931,106 

流動負債合計 6,391,126 6,110,592 

固定負債    

社債 285,200 249,400 

長期借入金 4,794,202 5,471,534 

株式給付引当金 9,879 15,429 

資産除去債務 461,323 467,409 

その他 580,148 536,938 

固定負債合計 6,130,753 6,740,711 

負債合計 12,521,880 12,851,303 

純資産の部    

株主資本    

資本金 326,900 326,900 

資本剰余金 443,006 436,816 

利益剰余金 1,295,455 1,461,715 

自己株式 △135,281 △152,728 

株主資本合計 1,930,081 2,072,703 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 44,003 54,973 

その他の包括利益累計額合計 44,003 54,973 

純資産合計 1,974,085 2,127,676 

負債純資産合計 14,495,965 14,978,980 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年８月31日) 

売上高 14,301,037 14,828,065 

売上原価 9,619,548 9,876,621 

売上総利益 4,681,488 4,951,443 

その他営業収入    

賃貸収入 193,313 191,878 

その他 238,415 287,024 

その他営業収入合計 431,729 478,902 

営業総利益 5,113,217 5,430,346 

販売費及び一般管理費 4,802,156 4,967,299 

営業利益 311,060 463,046 

営業外収益    

受取利息 7,736 7,308 

受取配当金 2,027 3,005 

持分法による投資利益 1,651 4,270 

受取手数料 5,082 5,251 

その他 3,695 7,174 

営業外収益合計 20,193 27,011 

営業外費用    

支払利息 57,648 55,385 

支払手数料 9,069 19,975 

その他 3,773 1,973 

営業外費用合計 70,490 77,334 

経常利益 260,763 412,724 

特別損失    

店舗閉鎖損失 － 1,251 

特別損失 － 1,251 

税金等調整前四半期純利益 260,763 411,473 

法人税等 117,425 210,716 

少数株主損益調整前四半期純利益 143,337 200,756 

四半期純利益 143,337 200,756 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 143,337 200,756 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 10,878 10,969 

その他の包括利益合計 10,878 10,969 

四半期包括利益 154,216 211,725 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 154,216 211,725 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 260,763 411,473 

減価償却費 223,500 213,726 

のれん償却額 7,772 8,333 

ポイント引当金の増減額（△は減少） △5,196 △18,583 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,293 － 

株式給付引当金の増減額（△は減少) 5,550 5,550 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15 △9 

受取利息及び受取配当金 △9,763 △10,314 

受取保険金 △897 △2,004 

支払利息 57,648 55,385 

持分法による投資損益（△は益） △1,651 △4,270 

長期貸付金の家賃相殺額 46,877 46,871 

売上債権の増減額（△は増加） △55,443 △69,417 

たな卸資産の増減額（△は増加） △61,291 △165,575 

仕入債務の増減額（△は減少） 169,166 176,592 

未払金の増減額（△は減少） 179,041 6,362 

その他 △217,789 △117,185 

小計 600,563 536,934 

利息及び配当金の受取額 2,033 3,034 

利息の支払額 △56,340 △53,166 

保険金の受取額 897 2,004 

役員退職慰労金の支払額 △34,944 － 

法人税等の支払額 △109,227 △52,395 

営業活動によるキャッシュ・フロー 402,983 436,411 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △409,923 △152,593 

無形固定資産の取得による支出 － △1,248 

長期貸付けによる支出 △1,614 － 

長期貸付金の回収による収入 18,118 2,472 

敷金及び保証金の差入による支出 △81,641 △60 

投資有価証券の取得による支出 △25,972 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
－ 587 

その他 1,295 △2,500 

投資活動によるキャッシュ・フロー △499,737 △153,342 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 △518,000 

長期借入れによる収入 1,540,000 2,158,500 

長期借入金の返済による支出 △1,439,413 △1,491,446 

社債の償還による支出 △35,800 △35,800 

配当金の支払額 △33,731 △34,170 

リース債務の返済による支出 △51,924 △53,549 

ストックオプションの行使による収入 5,600 18,640 

自己株式の取得による支出 － △42,277 

財務活動によるキャッシュ・フロー 184,731 1,896 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 87,976 284,964 

現金及び現金同等物の期首残高 686,940 677,954 

現金及び現金同等物の四半期末残高 774,916 962,919 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

４．重要な後発事象

（株式取得による子会社化） 

当社は、平成27年９月25日開催の取締役会において、株式会社ジョーカー（本社：東京都墨田区、代表取締役社長 

瓜生敏一）の全株式を取得することを決議し、同日付で取得致しました。 

 

１．株式取得の目的 

株式会社ジョーカーは、関東地区にペットの専門店DOG&CAT JOKER（8店舗）、DOG’S CARE JOKER（4店舗）、

JOKER’s TOWN（1店舗）、JOKER DOG&CAT AVENUE（1店舗）、Kitty Diamond（1店舗）、DOG Petit Resort綱吉の

湯（1店舗）計16店舗（平成27年9月現在）を経営している企業であります。同社は、どのペットショップよりもペ

ットを愛する人たちの立場で考え、飼い主様のご要望にお応えするという強い思いを「ペットのいるハッピーライ

フをお手伝い」という企業理念として掲げ、ペット業界におけるカリスマ的企業として、消費者から熱烈な支持と

信頼を得ており、首都圏において非常に高いブランド力を有している企業であります。 

同社のペットショップは、トリミング部門（ペットの美容室）の専門性と収益力が高く、その技術やノウハウを

当社のペット事業において活用することにより、技術力やサービスレベルの向上による集客力アップが期待でき、

当社の更なる成長につながるものと確信しております。また、当社ペット事業の強みである犬猫フードや犬猫用品

の仕入及び販売ノウハウを同社が活用することにより、同社の業績向上に寄与できると考えております。 

当社は、両社がそれぞれの経営資源を相互に活用することで競争力と顧客サービスの拡充を図るとともに、経営

の効率化を進めることで業績の向上と企業価値を高め、また当社ペット事業の関東圏への進出の足掛かりとするこ

とを目的とし、株式会社ジョーカーの全株式を取得致しました。 

 

２．株式取得の相手先の名称 

瓜生 敏一（東京都墨田区） 

 

３．取得する会社の名称、事業内容、規模 

(１) 被取得企業の名称 株式会社ジョーカー 

(２) 事業内容 ペットの総合商社及びペットショップの運営 

(３) 資本金の額 20,000千円 

 

４．株式取得の時期 

平成27年9月25日 

 

５．取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率 

(１) 取得する株式の数 180株（議決権の数：180個） 

(２) 取得価額 株式会社ジョーカーの普通株式  350,000 千円

アドバイザリー費用等（概算額） 10,000 千円

仲介報酬                       25,000 千円

合計（概算額）                385,000 千円

(３) 取得後の持分比率 100.0％ 

 

６．支払資金の調達及び支払方法 

自己資金及び借入金により充当 

 

 

５．その他

役員の異動

役員の異動については、本日公表致しました「組織変更及び人事異動に関するお知らせ」をご参照ください。
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